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桜の季節がやってきたね。
4/5には若泉公園桜まつ
り、4/13にはこだま千本
桜まつりがあるよ♪みん
な遊びに来てね。

卒業おめでとう！
表紙写真：３月14日に行われた本庄南中学校卒業式。卒
業生は、後輩から温かい送辞の言葉を贈られ、恩師や家
族に見守られながら、３年間の思い出と新しい希望を胸
に、懐かしい学び舎を巣立っていきました。

まちのデータ（2014.3.1現在）
人　口 79,788（－13）
　男 39,579（＋ 2）
　女 40,209（－15）
世帯数 32,552（＋20）
（　）内は前月との比較

●  平成26年度予算 …………………………………………………………２
●  （仮称）児玉総合支所複合施設　愛称募集！……………………………５
●  エコタウンプロジェクト進行中！ ………………………………………８
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………23
※「本庄市くらしのガイド2014（保存版）」が折り込まれています。

● 今月の主な内容
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本
年
は
、「
人
も
地
域
も
元
気
で
健
康
な
都
市 

本
庄
」
を
念
頭
に
置
き
、
昨
年
の
３
月
に
策
定
し

た
「
本
庄
市
総
合
振
興
計
画 

後
期
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
本
市
の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か
す
、

み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち 

本
庄 

〜

世
の
た
め
、
後
の
た
め
〜
」
の
実
現
に
向
け
市
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
】

　

全
国
的
に
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
本

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会

を
作
る
た
め
、
多
く
の
課
題
に
意
欲
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況

に
は
、
な
お
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め
、

よ
り
一
層
力
を
合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
、
健
康
的

で
、
魅
力
の
あ
る
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
市
の
事
業
は
、
本
庄
市
、
ま
た
、
本

庄
市
民
に
と
っ
て
「
健
や
か
」
な
未
来
を
創
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
財
政
面
や
将
来
性
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
て
健
全
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を

踏
ま
え
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
】

　

本
市
に
お
い
て
、
将
来
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
高
齢
化
率
が
上
昇
し
、
生
産
年
齢
人
口
は
、

将
来
人
口
の
減
少
率
以
上
の
減
少
傾
向
に
あ
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
の
人
口
減
少

を
是
と
せ
ず
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
や
老

朽
化
し
て
き
て
い
る
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
に

対
応
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、「
本
庄
市
総
合
振
興
計
画 

後
期
基

本
計
画
」
に
掲
げ
た
諸
施
策
を
実
行
す
る
た
め
の

予
算
編
成
と
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
配
分
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

特
に
、
大
規
模
事
業
の
工
事
の
影
響
に
よ
り
平

成
26
年
度
の
予
算
規
模
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
大

幅
に
増
加
し
ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
や
合
併
特
例

債
な
ど
の
市
に
と
っ
て
有
利
な
財
源
を
活
用
し
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が

ら
、「
人
も
地
域
も
元
気
で
健
康
な
都
市 

本
庄
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、「
都
市
機
能
の
維
持
・
強
化
」、

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」、「
エ
コ
タ
ウ
ン
の
推
進
」、

「
学
校
施
設
整
備
の
推
進
」
を
重
点
的
・
優
先
的

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 本庄市長

吉　田　信　解

市民１人当たりが負担する市税※

総額　134,944円

市民１人当たりに使われるお金※

総額　385,074円

平成26年度予算

※平成26年1月1日現在の人口（79,873人）をもとに計算

平成26年度予算（一般・特別・企業会計をあわせて）
★財政課☎㉕１１６３

総額517億4,378万円
一般会計 307億5,700万円
特別会計 186億 832万円
企業会計 23億7,846万円

一 般 会 計 予算の構成

区　　　　　　　　　 分 予　算　額 増減率

一 般 会 計 307億5,700万円 13.0％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計 95億9,229万円 △1.7％

公共下水道事業特別会計 23億4,845万円 △1.8％

住宅資金貸付事業特別会計 491万円 △15.6％

児玉南土地区画整理事業特別会計 2億6,924万円 6.5％

農業集落排水事業特別会計 3億5,485万円 0.1％

介 護 保 険 特 別 会 計 53億2,684万円 1.8％

後期高齢者医療特別会計 7億1,174万円 6.4％

企業会計 水 道 事 業 会 計 23億7,846万円 4.4％

合 計 517億4,378万円 7.4％

※水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

前年度予算との比較
平成26年度 517億4,378万円
平成25年度 481億6,850万円

会計別予算（イメージ図）

民生費
107億
9,613万円
（35.1％）

総務費
63億
998万円
（20.5％）

教育費
44億

3,688万円
（14.4％）

土木費
27億8,869万円
（9.1％）

公債費  23億5,779万円（7.7％）

307億
5,700万円

歳出

その他　3億8,941万円（1.2％）

商工費　2億8,317万円（0.9％）

消防費　10億9,765万円（3.6％）

農林水産業費　4億5,324万円（1.5％）

衛生費　18億4,406万円（6.0％）

市税
107億
7,841万円
（35.0％）

市債
59億

3,900万円
（19.3％）

地方交付税
39億円
（12.7％）

繰入金　2億1,840万円（0.7％）

県支出金　19億8,328万円（6.5％）

国庫支出金
48億
452万円
（15.6％）

307億
5,700万円

歳入

その他　1億9,112万円（0.7％）
財産収入　2,702万円（0.1％）

使用料及び手数料  
2億2,399万円（0.7％）

地方譲与税　2億8,300万円（0.9％）

諸収入　4億4,511万円（1.4％）

分担金及び負担金
5億915万円（1.7％）

繰越金　5億8,200万円（1.9％）

地方消費税交付金  8億7,200万円（2.8％）

民生費
135,166円

総務費
79,000円

商工費
3,545円

その他
4,875円

農林水産業費
5,675円

衛生費
23,088円

消防費
13,743円

教育費
55,549円

公債費
29,519円

土木費
34,914円

市民税
57,323円

固定資産税
59,578円

都市計画税
8,403円 7,687円 1,953円

市たばこ税 軽自動車税

（イメージ図）

（仮称）児玉総合支所複合施設（仮称）市民プラザ跡地複合施設
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施設概要

平成26年度予算

◆健康づくり推進拠点施設整備事業 4,400万円
　保健センター機能や初期救急機能の充実に加え、各種健
診等を行う健診・検査センターを併設した新たな健康づく
りの拠点施設を平成26～28年度の３か年で建設します。
◇救急医療対策事業 6,797万円
　病院群輪番制病院運営への補助や年末年始休日歯科診療
の委託など、地域の救急医療体制の充実を図ります。平成
26年度からは、本庄総合病院の協力による小児初期救急
体制の拡充や公立藤岡総合病院への負担金支出による小児
二次救急体制の強化を図ります。
在宅医療等推進事業 1,052万円
　在宅で生活できるように、医療・介護・福祉サービスを
総合的かつ継続的に提供できる体制の整備に向けた調査・
研究を平成25～27年度の３か年で行います。
◇障害者地域生活支援事業 1億1,784万円
　相談支援事業、障害者地域活動支援センターの運営、手
話通訳派遣事業、手話奉仕員養成研修、移動支援事業、日
常生活用具の給付等を実施します。

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫改修事業 1億4,125万円
　国の登録有形文化財である旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の改
修工事を行うとともに、施設の利活用に向け、市民との協
働により施設の管理運営方法を検討します。
◆小学校施設整備事業 3,283万円
　市内12小学校の空調設備を整備するための設計を行い
ます。（中学校については、平成26年度に整備予定です。）
本庄東中学校建設事業 22億8,876万円
　校舎・体育館の本体工事を平成25、26年度の２か年で
実施します。
◆図書館改修事業 4,868万円
　耐震補強や設備の更新、バリアフリー化等の機能強化を
図るための大規模修繕の実施にあたり、平成26年度は改
修のための設計を行います。

◆本庄駅北口地区整備事業
◆児玉駅周辺地区整備事業 762万円（合算）

　空き家条例に基づき管理不全な家屋の除却をさらに誘導
するため、除却後の跡地を必要に応じ借地し、ポケットパー
クとして活用します。
◆本庄早稲田の杜整備事業 1,666万円
　先行整備地区については、地域主体によるまちを育てる
活動への支援を行います。また、その他の地区においても
地域との共同によるまちづくりを進めます。平成26年度
は、新田原地区の地域整備計画の策定や新田原通り線の調
査設計を実施します。
交通政策事業 4,867万円
　高齢者等の交通弱者の交通手段を確保するため、新交通
システムの実証運行事業を行い、本格運行への移行を目指
します。

◆住民参加型まちづくり事業 4,041万円
　地域資源を活用し、交流人口の拡大及び地域コミュニティ
の維持に資するため、児玉南地域の空き公共施設を体験、
学習、交流などの拠点施設として整備する住民主体の取り
組みを支援します。
◇防災事業   2,958万円
　防災訓練や防災行政無線の維持管理を行うとともに、自
治会での自主防災組織の育成を助成します。また、災害時
の迅速な対応のため、災害協定に基づく関係団体との連携
の強化を図ります。平成26年度は、避難所に発動発電機
を整備し、災害拠点施設となるシルクドームに防災倉庫を
併設するほか、シルクドームで親子を対象とした避難所体
験訓練を実施します。
◆防犯灯ＬＥＤ化推進事業 6,300万円
　環境に配慮した低炭素社会への寄与、また、消費電力の
削減と防犯灯の長寿命化による防犯灯関連経費の削減を目
的に、市内全域の防犯灯ＬＥＤ化を平成26～28年度の３
か年で実施します。

元気な農業推進事業 2,848万円
　新規就農者の確保や農地の集積拡大を推進し、安定的な
農業経営体の育成に努めるとともに、環境負荷を低減した
持続可能な農業の推進を図るため、補助金を交付します。
商工業振興対策事業  1億 183万円
　企業誘致を促進し、地域産業の振興と雇用機会の創出の
拡大を図るため、条例に基づき本市立地企業に対し、奨励
金を交付します。
◆エコタウンプロジェクト推進事業 1億5,492万円
　住宅用太陽光発電システムの設置等の創エネや省エネ改
修等の取り組みを支援し、エネルギーの地産地消を推進し
ていきます。平成26年度は、追尾式太陽光発電システム
を設置するほか、新たなエコタウンイベントを実施します。

市民プラザ跡地公共施設建設事業 15億522万円
　市民プラザ跡地に、新たな複合的公共施設を建設します。
平成25、26年度の２か年で建物本体の建設工事を行い、
平成27年５月末のオープンを予定しています。
児玉総合支所複合施設建設事業 11億6,951万円
　市民交流の機能を有した誰もが利用しやすい児玉総合支
所複合施設を建設します。平成25、26年度の２か年で建
物本体の建設工事を行い、平成27年５月上旬に児玉総合
支所・児玉公民館・児童館、６月上旬に塙保己一記念館の
オープンを予定しています。
定住促進新築住宅取得奨励事業  3,015万円
　定住人口の増加及び地域活性化を図るため、市内に新築
住宅を取得した人に対し、家屋の固定資産税相当額の一定
割合を奨励金として交付します。

◎施政方針、当初予算概要などの情報は、市ホームページでもご覧になれます。

主な事業名（◆･･･平成26年度新規事業　◇･･･一部新規事業）※金額は平成26年度の事業費

歳 出 予 算 の 内 訳

所　在　地　本庄市児玉町八幡山３６８番地
機　　　能
　 行政窓口機能、生涯学習機能、展示・情報発信
機能、健康づくり機能、子育て支援機能、防災
機能
フロア情報
　１階　 児玉総合支所／児玉公民館／塙保己一記

念館／児童館
　２階　児玉総合支所

▼  住民票発行等の窓口業務、公民館、塙保己一記
念館、児童館を１階にまとめ、利便性とにぎわ
いの創出

コンセプト・特徴

　児玉総合支所・児玉公民館・塙保己一記念館・児童館
の４つの施設が集まります。

▼  地域に調和するような建物計画とし、外装は児玉瓦の
いぶしたような質感を継承したレンガを採用

▼  防災拠点及び一時避難場所の機能（マンホールトイレ、
かまどベンチ等）を整備し、児玉地域の安全安心の確保

▼  塙保己一記念館は、機能充実と独立性を図り、展示室
は地域のランドマークとなる象徴的な形状

▼  「地域の居場所」となるような植栽、ベンチ等を配置
したポケットパークの設置

　児玉総合支所・児玉公民館・児童館は平成27年５月上旬、
塙保己一記念館は６月上旬のオープンを予定しています。

※（仮称）市民プラザ跡地複合施設の愛称募集は、広報ほんじょう６月号でお知らせします。

������������������

市民と行政が連携し、
ともに地域を支えるまち

子どもからお年寄りまで、
健やかで安心して暮らせるまち

明日を拓く人を育み、
魅力ある文化が育つまち

自然と人に優しく、
多彩な交流が生まれるまち

地域の価値を高め、
活発な産業活動が広がるまち

（詳しい応募方法は次ページをご覧ください。）

満足度の高い
行政サービスを効率的に提供するまち

}

（仮称）児玉総合支所複合施設

愛称募集!

南西側から見た外観イメージ図

市民ロビーの内観イメージ図
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４月７日㈪～５月１６日㈮ ※必着
応募先

〒367―0298　
本庄市児玉町八幡山３６８
本庄市児玉総合支所総務課
☎0495－72－1332
Ｆ0495－72－4216
３kdm-soumu@city.honjo.
lg.jp

災害時要援護者避難支援制度とは
　ひとり暮らしの高齢者や障害者など、災害が起きた
ときに手助け（支援）を必要とする人に対して、隣近
所のみなさんや、自治会・自主防災組織、民生委員・
児童委員など、地域が連携して支援を行い、災害時の
被害を最小限に抑えようとする制度です
災害時要援護者とは
　災害時要援護者とは、災害が起きたときに自分を守
ることが難しいために地域のみなさんの支援を希望す
る人です。
支援内容
　この制度では、災害時要援護者への支援として、日
頃の声かけなど地域の中での見守りや、災害時には、
安否確認・避難の手助けなどを避難支援者にお願いす
るものです。「避難支援者」とは、災害時に助け合える
隣近所の人や、自治会、自主防災組織など地域のみな
さんのことです。
　なお、避難支援者には、できる範囲での支援をお願
いするもので、責任を伴うものではありません。

本庄市災害時要援護者避難支援プランの登録申請を受け付けています

愛 称
ふりがな

理 由

ふりがな

年　齢
歳

氏 名

住 所
〒

電 話 番 号

・覚えやすく、親しみのあるもの
・誰もが利用しやすい施設であることがイメージできるようなもの
・自作の未発表作品で、他の名称や商標などに類似していないもの

（仮称）児玉総合支所複合施設　愛称募集要項

応募規定
どなたでも何点でも応募可。ただし、１応募につき１作品のみ。

応募方法
１．次の事項を記入し、応募箱へ投函又は郵送、ファックス、電子メールで応募してください。
　　①愛称（ふりがな）　②愛称の理由　③氏名（ふりがな）　④住所　⑤電話番号　⑥年齢
２．応募チラシの配布及び応募箱の設置場所
　　本庄市役所総合案内、児玉総合支所総務課、児玉公民館、塙保己一記念館、セルディ
※応募チラシは、市ホームページからもダウンロードできます。

選定方法
応募作品の中から愛称選考会で選定のうえ、愛称を決定します。
愛称の発表は、10月頃を予定しています。

そ の 他
・採用された人には、記念品の贈呈及びオープン式典への招待を予定しています。
　（同名応募が多数の場合は、抽選等を行います。）
・個人情報は本庄市において適切に管理し、愛称選定に必要な業務にのみ使用します。
・選定された作品に関する一切の権利は、本庄市に帰属します。
・著作権等に関わる問題が生じた場合は、全て応募者の責任となります。
・やむを得ず一部修正する場合があります。
・採用作品とともに「氏名」「年齢」を市ホームページ等で公表します。
・応募作品は返却しません。

この用紙を切り取るかコピーしてファックスしてください。　FAX 0495－72－4216

登録申請・登録内容の変更・登録取り消しについて
　登録を希望する人、もしくは既に登録している
人で、登録内容を変更する場合は、「本庄市災害時
要援護者登録（変更）申請書兼個別支援計画書」
に必要事項を記入のうえ、下記の申請・問い合わ
せ先窓口へ提出してください。
　登録者が施設への入所・転出・死亡等により登
録を取り消す場合は、「本庄市災害時要援護者避難
支援制度登録台帳取消届出書」に必要事項を記入
のうえ、下記の申請・問い合わせ先窓口に提出し
てください。
※届出用紙は窓口で配布又は市ホームページから
ダウンロードできます。また、民生委員・児童委
員へご相談ください。
※登録された個人情報の取り扱いについては、適
正に管理し、普段からの支援と災害発生時の避難
支援以外の目的には使用しません。

【申請・お問い合わせ先】
★社会福祉課☎㉕１１４２・Ｆ㉓１９６３…制度に関すること
★障害福祉課☎㉕１１２５・Ｆ㉓１９６３…障害者の登録に関すること
★介護いきがい課☎㉕１１２７・Ｆ㉓１９６３…高齢者の登録に関すること
★市民福祉課☎72１３３３・Ｆ72１６３０…障害者、高齢者の登録に関すること

高齢者とその家族の暮らしを支える制度をお知らせします
事業名 対象者の要件 事業内容

要介護高齢者訪問理
美容サービス事業

要介護４又は５に認定されている60歳以上で
理美容院へ行くことが困難な在宅生活の人

市の委託業者が自宅を訪問する理美
容サービスの利用券を年間４枚まで
発行します。

要介護高齢者ふとん
乾燥等事業

世帯員全員が市民税非課税で、要介護４又は
５に認定されている60歳以上の寝たきり状態
の人

市の委託業者がふとんの乾燥消毒又
は丸洗いを行います。（年２回まで。
６、９、12、３月実施。前月までに
申請）

要介護者紙おむつ支
給事業

要介護４又は５に認定されている40歳以上
で、失禁の状態にある在宅生活の人
※平成26年４月１日から対象者要件が「40歳
以上」に変更になりました。

市の委託業者が毎月自宅へ紙おむつ
等を配送します。

高齢者居宅改善補助
事業

次の要件をすべて満たす人
①介護保険の給付対象でない人②市内に１年
以上居住③65歳以上で構成される前年所得税
が非課税の世帯④市税を完納⑤身体上又は精
神上の障害のため日常生活に支障がある人

段差の解消や手すりの取り付け等、
改善費の一部を補助します。（対象経
費の1/2で、９万円が上限）

高齢者住宅整備資金
融資

次の要件をすべて満たす人
①60歳以上の親族と同居している（同居しよ
うとする）②60歳未満③市税を完納④高齢者
の居室等を真に必要としている人
※市内居住の連帯保証人が必要です。

高齢者の専用居室等を増改築・改造
するために必要な資金を融資します。
●融資方法：指定金融機関の融資●
貸付限度額：３００万円以内●償還
期間：融資を受けた日の属する月の
翌月から起算して10年以内に償還

＊詳しくは、介護いきがい課（☎㉕１１２７）へお問い合わせください。

キ
リ
ト
リ

募集期間

愛称条件
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★エコタウン推進室
　☎㉕１２４９

　市では、平成24年５月１日に埼玉県と埼玉エコタウンプロジェクトの推進に関する協定を締　　　　　　結し、再生可能エネルギーを中心とした創エネと徹底した省エネを進め、エネルギーの地産地
消を実現することを目指しています。ここでは、創エネや省エネの推進のための主な取り組み　　　　　　の状況をお知らせします。

避難所の機能強化（シルクドームなど）

平常時は施設に電力を供給することで、電力使
用量を削減します。また、非常時にも施設内に
電力を供給することができます。

安全安心な生活を行ううえで重要な災害に強いまちづくりのため、避難所に再生可能エネルギー
や省エネ技術を導入し、避難所機能の強化を図っています。

工業施設のエコ化 ソーラーエネルギーの有効活用

非常時には電気自動車のバッテリーを施
設のバックアップ電源とし、施設内に電力
を供給することができます。

※１　V2Hシステムとは、ヴィークルトゥーホー
ムシステムの略で、施設から電気自動車への充電
だけでなく、電気自動車から施設への電力供給が
できるシステムのことです。

防犯灯のLED化の推進 公共施設・交通のエコ化

電力使用量の見える化による省エネ行動の推進

※２　HEMSとは、ホーム
エネルギーマネジメントシ
ステムの略で、電気の使用
量をリアルタイムで確認で
きる機械です。

太陽光発電システム

V2H※1システム

消費電力が少ないため節電効果が高く、CO２の削除に
貢献します。また、長寿命のため、交換コストの削減
にもなります。

蛍光灯のLED化

昼間の太陽光で発電した電気を蓄電し、夜間の照明
に充てています。また、停電時に避難所へ向かうた
めの誘導灯として機能するほか、非常用コンセント
も備えているため、非常時には通信機器などへ充電
ができます。シルクドームをはじめ、避難所等に48
基設置しています。

太陽光発電・蓄電池付LED灯

住宅用太陽光発電シス
テムへの助成をはじめ、
民間事業者によるメガ
ソーラー事業の推進を
行っています。

市内の事業者が
実施する省エネ
や創エネの取り
組みに助成を
行っています。

デマンド交通を導入し、
効率的な運行を実施す
ることにより、公共交
通のエコ化を図りまし
た。また、建設中の（仮
称）市民プラザ跡地複
合施設と（仮称）児玉
総合支所複合施設もエ
コ化を図ります。

市内防犯灯の
LED化を進めて
いきます。

LED防犯灯

従来の蛍光灯防犯灯

コンプレッサー

昨年度までにモデル地区で実施した実証事
業の結果、HEMS※2での見える化による省
エネ行動には、約10％の節電効果があるこ
とが分かりました。この結果を踏まえ、今
年度は市全域を対象に助成を行う予定です。

空調機
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東日本大震災により被害を受けられたみなさんへ

　東日本大震災が発生した平成23年３月11日以後に到来する申告・納付等の期限を延長していましたが、平成
26年１月31日付国税庁告示により、下記の地域にかかる延長措置は終了することになりました。
地域名　 田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

公
共
下
水
道
は
、
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
や
河
川
な
ど
の
水
質

保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
公
共
下
水

道
の
使
え
る
区
域
に
な
っ
た
場
合

に
は
遅
滞
な
く
（
お
お
む
ね
１
年

以
内
）、
ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
が
あ
る
場
合
に
は
、
３
年
以
内

に
水
洗
式
に
改
造
し
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
一
般
の
公
共

施
設
（
道
路
・
公
園
）
と
は
違
い
、

利
用
で
き
る
地
域
の
人
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
下
水
道
を
税
金
だ

け
で
整
備
す
る
と
、
下
水
道
が
利

用
で
き
な
い
人
も
建
設
費
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、「
公
平
な
負

担
」
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
下
水
道
を
利

用
で
き
る
人
（
受
益
者
）
が
建
設

費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ

り
、
下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
下
水
道

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
説
明
し
ま
す
。

Ｑ　

負
担
金
は
誰
が
納
め
る
の
で

す
か
？

Ａ　

整
備
区
域
内
の
す
べ
て
の
土

地
の
所
有
者
又
は
権
利
者
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

負
担
金
の
額
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
？

Ａ　

土
地
の
面
積
１
㎡
当
た
り
３

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
、

免
除
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
農

地
等
（
田
・
畑
・
山
林
等
）
は
、

宅
地
と
し
て
利
用
す
る
ま
で
の

期
間
、
70
％
を
猶
予
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
猶
予
に
は
、

猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。）

Ｑ　

負
担
金
の
納
付
方
法
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

算
出
し
た
金
額
を
５
年
に
分

割
し
、さ
ら
に
１
年
を
４
期（
合

計
20
回
）
に
分
け
て
納
付
す
る

分
納
と
１
年
か
ら
５
年
分
を
ま

と
め
て
第
１
期
（
毎
年
６
月
末

日
）
に
納
付
す
る
一
括
納
付
が

あ
り
ま
す
。

　
　

一
括
納
付
の
場
合
、
納
付
す

る
年
数
・
金
額
に
応
じ
て
一
括

納
付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
実
際
に
は
、
報
奨
金
を
差
し
引

い
た
金
額
で
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。）

　
　

納
付
書
は
、
６
月
初
旬
に
受

益
者
に
送
付
し
ま
す
。

※
負
担
金
の
納
付
は
、
便
利
な
口

座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ　

受
益
者
（
納
付
す
る
人
）
が

変
わ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

Ａ　

負
担
金
を
分
割
で
納
付
中
に
、

相
続
や
売
買
な
ど
の
理
由
で
、

そ
の
土
地
の
受
益
者
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
受

益
者
異
動
申
告
書
を
下
水
道
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

届
出
の
あ
っ
た
日
以
前
に
か

か
る
負
担
金
は
、
変
更
前
の
受

益
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
受
益
者
異
動
申
告
書
は
、
下
水

道
課
（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 

若
泉
１
丁
目
、
本
庄
４
丁
目
、

け
や
木
１
丁
目
、
け
や
木
３
丁

目
、
早
稲
田
の
杜
５
丁
目
、
児

玉
町
児
玉
、
児
玉
町
吉
田
林

※
早
め
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は

お
早
め
に
！

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
６

下
水
道
受
益
者
負
担
金
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

４
月
か
ら
次
の
地
域
の
一
部

で
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す

　集落排水処理施設が整備された地域に住んでいて、
接続していない家庭は、早めの接続をお願いします。
　また、すでに接続し、使用している人で、次の①
から③までのいずれかに該当する場合は、下水道課
への届出が必要です。
① 転入、転出、出生、死亡等で世帯人数が増減した
場合
② 使用を停止・再開する場合や、売買等により建物
の所有者が変わる場合
③建物の改築等で、宅内配管に変更が生じる場合
＊ ①、②は４月１日より電子申請による届出が可能
になりました。（電子申請については、市ホーム
ページをご覧ください。）
※新たに取付マスを設置する場合、受益者分担金を
納めていただく必要がありますので、事前に下水道
課へご相談ください。

下水道接続工事は、市指定下水道工事店に依頼しま
す。数社から見積もりを出してもらい検討するのも
よいでしょう。
依頼する工事店が決まったら、設計や見積書等をよ
く確認し、お互いに納得のうえで契約をするように
してください。
工事費の融資あっせん制度を利用することもできま
す。希望する場合は、下水道課までご連絡ください。
工事を施工します。工事はトイレや台所、浴室など
の排水口と下水本管を結ぶ取付管までをつなぐもの
です。
工事が完了すると、工事が適正に行われたか確認す
るため、市職員が検査に伺います。
融資あっせんを申し込んだ人には、検査後に検査済
通知書を送ります。通知書を持って金融機関で手続
きをしてください。

1

2

3

4

5

6

下水道に接続するまでの流れ

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　４月７日㈪・５月７日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用く
ださい。

市税の納付は安心・便利な口座振替を！
　預貯金通帳と届出印を持参のうえ、各金融機関又はゆ
うちょ銀行・郵便局の窓口でお申し込みください。

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・５月５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

１日㈫・７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・５月７日㈬

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

１日㈫～２日㈬、19日㈯～24日㈭

　平成23年３月11日以後に期限が到来するすべて税目にかかる申告・納付等については、平成27年３月31日㈫
までに手続きをしてください。期限内に申告・納付等の手続きが困難な人は、更なる延長措置を受けることができ
ますので、所轄税務署又は最寄りの税務署（本庄税務署☎㉒２１１１）へご連絡ください。

～被災時の納税地が福島県の下記の地域内にあった人の税務手続きのご案内～

東日本大震災にかかる申告相談のお知らせ

※申告相談をする場合は、所轄税務署又は本庄税務署に電話（平日午前９時～午後５時）で事前の予約をお願いします。

　東日本大震災により被害を受けられた人については、次のような税制上の措置があります。
・ 住宅や家財などに損害を受けた人の「所得税の軽減又は免除」及び「雑損控除の損失額の計算等における災害関
連支出に係る対象期間の延長の特例」
・ 自己の所有する家屋が被害を受けたことにより自己の居住の用に供することができなくなった人の「住宅借入金
等特別控除の特例」
・ 事業用資産や棚卸資産などに被害を受けた個人事業者の「純損失の繰越控除の特例」又は「被災代替資産の特別
償却」
・土地等を譲渡した人の「譲渡所得の特別控除等の特例」など
※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「東日本大震災により被害を受けた場合等の税
金の取り扱い（パンフレット一覧表）」をご確認ください。

東日本大震災に関する特例等について

課税対象外
・ 「避難生活等による精神的損害」、「避難・帰宅費用」、「一時立入費用」、「生命・身体的損害」、「検査費用（人）」、「検
査費用（物）のうち家事用資産に係るもの」、「財物価値の喪失又は減少等のうち家事用資産及び業務用資産に対
するもの」
課税対象
・ 個人事業者の「営業損害」、「検査費用（物）のうち業務用資産及び棚卸資産に係るもの」、「財物価値の喪失又は
減少等のうち棚卸資産に対するもの」
・ 給与所得者の「就労不能損害のうち給与等の減収分に対するもの（転居費用及び通勤費増加額として支払いを受
ける部分を除いたもの）」
※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「東京電力㈱から支払いを受ける賠償金の所得
税法上の取扱い等について」をご確認ください。ご不明な場合には、所轄税務署又は最寄りの税務署（本庄税務署
☎㉒２１１１）へお問い合わせください。

東京電力㈱から支払いを受ける賠償金の税制上の取り扱いについて

地域名 所轄税務署
川俣町 福島税務署（☎０２４－５３４―３１２１）
田村市 郡山税務署（☎０２４－９３２―２０４１）

南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、
大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村 相馬税務署（☎０２４４―３６―３１１１）

農業集落排水処理施設への接続について



★ ５月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。４月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　※締め切りは４月15日㈫必着です。
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
の
対
象

者
変
更
の
お
知
ら
せ

（
広
告
）

（
広
告
）

　

４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
金
額
が
次
の

と
お
り
改
定
に
な
り
ま
す
。

★ 

子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

　

４
月
１
日
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
助

成
金
の
対
象
者
は
、
本
庄
市
国
民

１歳のお誕生日
おめでとう♪心
奏の元気いっぱ
いの笑顔をこれ
からもずっと見
せてね

これからも
３兄妹元気
で仲良く大
きくなって
ね。

蓮太１歳のお
誕生日おめでと
う！いつも元気
でかわいい笑顔
をありがとう♪
大好き

２歳のお誕生日
おめでとう！歌
が上手なつーちゃ
ん。これからも
元気に大きくなっ
てね！

倉
くら

林
はやし

　志
ゆきなり

成ちゃん〈４歳〉・
姫
ひ

由
より

ちゃん〈１歳〉（児玉町金屋）
原
はら

田
だ

　蓮
れん

太
た

ちゃん〈１歳〉
（本庄４丁目）

お兄ちゃんの大
好きなみぃみぃ。
いつまでも家族
の花でいてね！
お誕生日おめで
とう。

須
す

藤
どう

　瑞
み

花
はな

ちゃん〈２歳〉
（寿２丁目）

山
やま

﨑
さき

　翼
つばさ

ちゃん〈２歳〉
（若泉１丁目）

５歳おめでとう！
うた＆こととずっ
と仲良し兄妹で
いてね♪みんな
尊のことが大好
きだよ

庄
しょうだ

田　尊
たける

ちゃん〈５歳〉
（けやき３丁目）

伊
い

藤
とう

　心
ここ

奏
な

ちゃん〈１歳〉
（山王堂）

善意ありがとうございます

　ＪＡ埼玉ひびきのから
児童用及び保護者用横断
旗を寄贈していただきま
した。横断旗は、交通安
全のために役立てます。

（敬称略）
★学校教育課☎㉕１１４９

　埼玉北部ヤクルト販売
㈱から「ふるさと創生基
金」へ10万円の寄附を
いただきました。寄附金
は、健康福祉分野の充実
のために活用します。
　　　　　　　（敬称略）
★企画課☎㉕１１５７

　「ほんじょう緑の基金」へ企業や個人のみなさんか
らたくさんの寄附をいただきました。寄附金は、本庄
段丘斜面林等の保全のために活用します。
◎寄附団体（敬称略）
　㈱伊藤園伊勢崎支店、㈱群馬ダイドー、埼玉北部ヤ
クルト販売㈱、ダイドードリンコ㈱、中川ストアー、
三国コカ・コーラボトリング㈱本庄支店
★都市計画課☎㉕１１３７

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
額
が
変
わ
り

ま
す

「UR都市機構による
　本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業の完了」

　２月27日、本庄市農業委員のみなさんが、
２月の大雪による農業被害について、支援対策
を求める要望書を市長と議長に提出しました。

大雪による農業被害について
要望書を提出

青木　里　さん
（杉山）

髙田　はる　さん
（児玉町宮内）

児童扶養
手当（※） 改定後 改定前

全部支給 41,020円 41,140円
一部支給 41,010～ 9,680円 41,130～ 9,710円
※子どもが２人の場合、表の金額に5,000円を加算。
３人以上の場合、２人の額に１人につき3,000円を加算。
特別児童扶養手当 改定後 改定前

１級 49,900円 50,050円
２級 33,230円 33,330円

　めでたく100歳を迎えられた髙田はるさん
（大正３年２月26日生まれ）、青木里さん（大
正３年３月２日生まれ）に、市長からお祝いの
「寿状」が贈られました。

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５

健
康
保
険
に
「
１
年
以
上
」
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
人
か
ら
「
６

か
月
以
上
」
継
続
し
て
加
入
し
て

い
る
人
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

助
成
金
の
交
付
希
望
者
は
、
医

療
機
関
に
予
約
後
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
前
に
担
当
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
の
４
月
以
降
に
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
で
、
助

成
金
申
請
が
未
申
請
の
場
合
は
、

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対 

象　

次
の
①
〜
④
を
す
べ
て
満

た
す
人
（
世
帯
）

① 

本
庄
市
国
保
に
継
続
し
て
６
か

月
以
上
加
入
し
、
か
つ
受
診
日

に
お
い
て
も
加
入
し
て
い
る
人

② 

受
診
日
に
お
い
て
満
35
歳
以
上

の
人

③ 

国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

又
は
完
納
見
込
み
の
世
帯

④ 

市
の
特
定
健
康
診
査
を
同
一
年

度
内
に
受
診
し
な
い
人

助
成
額　

２
０
、
０
０
０
円

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
が
２
０
、

０
０
０
円
未
満
の
場
合
、
助
成
額

は
受
診
料
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
助
成
対
象
外
項
目
の
受
診

料
は
除
き
ま
す
。

担 

当
課　

保
険
課
☎
㉕
１
１
１
６
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

お
知
ら
せ

　UR都市機構による本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業
が完了しました。７年半で道路、駅前広場、公園、上下水
道などのインフラ整備が進み、大手企業本社の移転開業、
大規模商業施設の開業、宅地開発など街並みが整備されま
した。居住者もすでに500人を超え、また区画整理の原資
となる9.2ヘクタールの保留地の売却等処分もこのほどす
べて完了しました。
　これまでのさまざまな苦労を思い起こし、万感胸に迫る
ものがあります。
　当初予定された公団施行の154ヘクタールの大規模な開
発事業は国の特殊法人等改革により見直しが必要とされ、
多くの方々のさまざまな苦労の末、平成18年９月、65ヘ
クタールの先行整備地区として事業スタートしました。私
も市長就任以来、自分たちのまちは自分たちで、という原
点に返ってみんなで知恵を出し合い、新しい「本庄早稲田
の杜」を創ろうとの強い使命感で本事業に職員と共に取り

組みました。事業を工期内に完了すること、そして特に、
右肩上がりでない時代にあって、9.2ヘクタールの保留地
を事業完了時までに処分することは大きな命題でしたが、
実現でき本当に良かったと思います。改めて、地権者のみ
なさんのご理解とご協力、施工者であるUR、支援いただ
いた国、県、早稲田大学、すべての工事関係者、進出企業
の各位に御礼申し上げます。
　UR施行の土地区画整理事業は終わりましたが、これでま
ちづくりは終わりではありません。孫子の代まで引き継が
れる持続可能な本庄早稲田の杜づくりはこれからが正念場
です。先行整備地区以外の地域の課題も残っております。
すでに、地元ではまちづくりの勉強会の活動が始まってお
ります。地域のみなさんが新旧お互い協力しつつ、誇りあ
るまちづくりを進められるよう願ってやみません。市とし
ても今後とも更なる企業誘致や、周辺地域の身の丈に合っ
た整備を推進し、地域全体、埼玉県北部、北関東の拠点づ
くりを引き続き進めてまいりますので、市民の皆さまのご
理解とご支援をよろしくお願いいたします。



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

平成26年4月1日号 14

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

15

介
護
マ
ー
ク
の
貸
し
出
し
を

開
始
し
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
料
が
２
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
、
２

月
の
保
険
料
額
と
同
額
が
４
月
の

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
金
額
に
つ
い
て
も
、
同

額
に
な
る
予
定
で
す
が
、
変
更
が

あ
る
場
合
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
が
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
る
納
入
）
だ
っ

た
人
で
平
成
26
年
度
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
る
人
は
、
開
始
通

知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９

　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
し
た
講
座
で
す
。
日
常
で
の
あ

い
さ
つ
や
簡
単
な
手
話
表
現
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
て
伝
え
あ

う
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
な
り
ま
す
。

日 

時　

５
月
16
日
か
ら
10
月
24
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
７
月
25

日
㈮
・
８
月
15
日
㈮
を
除
く
）

全
22
回　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

中
央
公
民
館

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在

住
・
在
勤
者

費
用　

３
、
０
０
０
円
（
税
別
）

申 

込　

４
月
８
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

本
庄
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

介
護
マ
ー
ク
は
周
囲
の
人
に「
介

護
者
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
マ
ー
ク
で
す
。
介
護
者
へ

の
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
、
介
護

者
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
首
か
ら
か
け

ら
れ
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
入
れ
て
貸

し
出
し
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
見

た
ら
、
優
し
く
見
守
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

対 

象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要

介
護
者
を
介
護
す
る
人

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
等
の
職
員
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

費
用　

無
料

介
護
保
険
料
の
４
月
の
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
）額

に
つ
い
て

　

食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い
物

を
し
な
が
ら
食
品
の
表
示
を
確
認

し
、
任
期
中
に
20
店
舗
程
度
に
つ

い
て
定
期
的
に
報
告
す
る
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

任 

期　

６
月
（
委
嘱
の
日
）
〜
平

成
27
年
３
月
31
日

対
象　

20
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

定
員　

１
０
０
人
（
選
考
）

謝
金　

６
、
０
０
０
円
（
年
間
）

申 

込　

４
月
21
日
㈪
（
必
着
）
ま

　

で
に
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

　

電
話
番
号
・
年
齢
・
職
業
・
応

　

募
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）
を

　
記
入
の
う
え
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
又
は
電
子
メ
ー
ル（a4070-

　

06@
pref.saitam

a.lg.jp

）

　

で
左
記
へ

※
選
考
結
果
は
５
月
末
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。
６
月
12
日
㈭
（
熊
谷

市
）
又
は
13
日
㈮
（
さ
い
た
ま
市
）

に
１
日
研
修
が
あ
り
ま
す
。

郵
送
先　

〒
３
３
０―

９
３
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　

 

埼
玉
県
農
林
部
農
産
物
安
全
課

総
務
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
担
当

★ 

埼
玉
県
農
産
物
安
全
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

４
１
１
０
・
Ｆ

０
４
８―

８
３
０―

４
８
３
２

「
湯
か
っ
こ
」
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

立
余
熱
利
用
施
設
「
湯
か
っ
こ
」

の
第
３
期
指
定
管
理
者
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

指 

定
管
理
者　
清
香
園・東
京
ド
ー

ム
ス
ポ
ー
ツ
共
同
体

期 

間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

★ 
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

業
務
管
理
課
☎
72
２
２
４
１

小
平
市
民
農
園
利
用
者
を
募

集
　

畑
作
業
の
気
持
ち
良
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
安
心
・

安
全
・
納
得
で
き
る
野
菜
づ
く
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　

児
玉
町
小
平
地
内

募
集
区
画
数　

11
区
画（
先
着
順
）

※
１
区
画
約
50
㎡
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
者

利
用
料
（
１
年
間
）

　

１
区
画　
　
　

２
、
５
０
０
円

申 

込　

４
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
４

本
庄
早
稲
田
駅
開
業
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

日 

時　
４
月
19
日
㈯　
午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師　

伊
関　

友
伸　

氏
（
城
西

大
学
経
営
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

総
合
学
科
教
授
、医
学
書
院「
病

院
」
編
集
委
員
）

演 

題　

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と

内 

容　

急
激
な
高
齢
化
に
よ
り
、

医
療
・
福
祉
の
資
源
が
不
足
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
ま
す

定 

員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

４
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番

号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を

記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

　

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

本
庄
早
稲
田
駅
は
、
平
成
16
年

３
月
13
日
に
開
業
し
、
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
、
開
業
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
、本
庄
市
マ
ス
コ
ッ
ト「
は

に
ぽ
ん
」
も
遊
び
に
来
ま
す
。

日
時　
４
月
12
日
㈯　
午
前
10
時
〜

会
場　

本
庄
早
稲
田
駅

内 

容　

記
念
式
典
、
ミ
ニ
新
幹
線

乗
車
体
験
、
特
産
物
販
売

※
会
場
に
は
、
駐
車
場
が
な
い
た

申 

請　

身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

持
参
し
直
接
、
介
護
い
き
が
い

課
（
市
役
所
１
階
）、
市
民
福
祉

課
（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）、
本
庄

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
安
誠

園
、
児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

介護マーク

事
業
者
の
廃
止

・ 

前
川
電
化
セ
ン
タ
ー
（
児
玉
町

秋
山
２
６
６
２　

☎
72
０
０
８

６
）

★
水
道
課
☎
㉒
２
１
５
１

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
を

募
集

め
、
徒
歩
や
公
共
交
通
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
本
庄
早
稲
田
駅
☎
㉓
１
６
５
７

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日 

時　

５
月
16
日
㈮
、
６
月
14
日

㈯
、
８
月
８
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

内 

容　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
を
含
む
）、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
気
道
異
物
除
去
法

②
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

日 

時　

７
月
12
日
㈯
、
９
月
27
日

㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

内 

容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
、

座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
・
乳

児
・
新
生
児
に
対
す
る
応
急
手
当
）

及
び
上
級
救
命
講
習
（
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
〜
Ⅲ
の
内
容
、
傷
病
者
管

理
法
等
）
は
、団
体
（
15
人
以
上
）

で
の
申
し
込
み
に
よ
り
開
催

《
①
②
共
通
》

会 

場　

児
玉
郡
市
広
域
総
合
セ
ン

タ
ー

対 

象　

中
学
生
以
上
の
本
庄
市
・

児
玉
郡
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定 

員　

30
人
（
先
着
順
、
希
望
者

が
７
人
未
満
の
場
合
中
止
）

申 

込　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
児
玉
郡
市
広

域
消
防
本
部
本
庄
南
分
署
へ
提

出 普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

※
受
講
申
請
書
は
、
児
玉
郡
市
広

域
消
防
本
部
本
庄
南
分
署
で
配
布

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
本
庄

南
分
署
☎
㉔
１
０
９
８

本
庄
市・児
玉
郡
共
同
で「
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す

催　

し
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日
程

○ 

４
月
27
日
㈰　

男
子
シ
ン
グ
ル

ス
予
戦

○ 

４
月
29
日
㈷　

男
子
・
女
子
ダ

ブ
ル
ス

○ 

５
月
３
日
㈷　

男
子
シ
ン
グ
ル

ス
本
戦
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス

会
場　

若
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参 

加
資
格　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
及
び
協
会

員
参 

加
費　

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス
（
１
組
当
た
り
）

　

学　

生　
　
　

１
、
５
０
０
円

　

一　

般　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

協
会
員　
　
　

１
、
５
０
０
円

申 

込　

４
月
23
日
㈬
ま
で
に
①
②

の
ど
ち
ら
か
へ
申
し
込
み

① 

本
庄
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.honjo-

ta.org/

）

② 

大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
Ｋ
内

☎
㉑
７
３
３
１
）

※
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
の
合

計
年
齢
は
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は

90
歳
以
上
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

で
は
１
０
０
歳
以
上
、
男
子
ダ
ブ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

少
林
寺
拳
法
教
室
」
を
開
催

日 

時　

５
月
３
日
か
ら
31
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
５
回　

午

後
７
時
〜
９
時

会
場　

武
道
館

講 

師　

少
林
寺
拳
法
本
庄
支
部
公

認
指
導
者

対 
象　

小
学
生
以
上
の
初
心
者
で

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装

申 

込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日 

時　

５
月
８
日
か
ら
７
月
３
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
６
月
26
日

㈭
を
除
く
）　

全
８
回　

午
後

７
時
〜
９
時

会
場　

若
泉
第
１
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

対 

象　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者
及
び
協
会
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　

一　

般　
　
　

３
、
０
０
０
円

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
市
民
登
山
教
室
」

を
開
催

日 

時　

５
月
17
日
か
ら
６
月
14
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
５
回

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
５
月
31
日
㈯
は
実
技
研
修
で
陣

見
山
に
登
り
ま
す
。（
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
）

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

講
師　

市
山
岳
協
会
指
導
員

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
登
山
未
経
験
者
も
歓
迎
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い

服
装

※
実
技
研
修
日
の
用
意
は
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
昼
食
、
飲
み
物
、

敷
き
物
、
雨
具
、
帽
子
、
手
袋
、

履
き
慣
れ
た
運
動
靴

特 

典　

教
室
参
加
者
は
、
霧
ヶ
峰

の
市
民
軽
登
山
（
７
月
）
又
は
、

皇
海
山
の
山
行（
６
月
）に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申 

込　

４
月
11
日
㈮
か
ら
５
月
９

日
㈮
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
山
岳
協

会
・
柴
田
（
☎
㉒
３
８
１
１
）

へ
★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
弓
道

教
室
」
を
開
催

日 

時　

５
月
９
日
か
ら
６
月
10
日

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

全

10
回　

①
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、
②
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
①
又
は
②
を
選
択
。

会
場　

弓
道
場

講
師　

市
弓
道
連
盟
指
導
者

対 

象　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住・

日 

時　

５
月
14
日
か
ら
６
月
11
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

講 

師　
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
ほ
か

対
象　

初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

※
初
日
に
集
金
し
ま
す
。

用 

意　

室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す

る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て

い
る
人
）

申 

込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
初
心

者
及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室
」
を
開
催

日 

時　

５
月
11
日
㈰　

午
前
９
時

30
分

　

受
付　

午
前
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
及
び

協
会
員

参 

加
資
格　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混

合
チ
ー
ム

競
技
方
法　

Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

参
加
費　

無
料

申 

込　

４
月
30
日
㈬
午
後
７
時
30

分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
う
組

み
合
わ
せ
抽
選
会
に
参
加

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
新
井
（
☎
㉑
４
８

８
０
）
へ

「
市
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
大
会
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
春
季

市
民
テ
ニ
ス
大
会
」
を
開
催

ル
ス
で
は
１
１
０
歳
以
上
と
し
ま

す
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
春
の

テ
ニ
ス
教
室
」
を
開
催

　

協
会
員　
　
　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

申 

込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日 

時　

５
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
３
回　

午

前
９
時
〜
正
午

会 

場　
「
陽
だ
ま
り
の
丘
Ｔ
Ｂ
Ｇ

コ
ー
ス
」
シ
ル
ク
ド
ー
ム
南
側

講 

師　

日
本
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
協
会
認
定
指
導
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

主
催「
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
教
室
」
を
開
催

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

※
用
具
（
ク
ラ
ブ
・
マ
ッ
ト
・
ボ
ー

ル
）
は
用
意
し
ま
す
。

申 

込　

４
月
11
日
㈮
か
ら
24
日
㈭

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体
育
課

へ
＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、市
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
新
井

（
☎
㉑
９
４
７
９
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
５
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
６
日
㉁
は
開
放
を
お
休
み
し
ま

す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
「
身
体
の
中
か
ら
生
き
生
き
元

気
」
教
室

日
時　
５
月
20
日
㈫　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

田
邉　

洋
子　

先
生

内
容　
自
分
で
で
き
る
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
講
習
と
実
習

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー

ズ
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
判
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
申
込　

４
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
教
室

日
時　

４
月
22
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

佐
々
木　

朱
美　

先
生

内
容　

季
節
に
合
っ
た
手
軽
に
で

き
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　

４
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
春
の
歌
唱
教
室

日
時　

５
月
12
日
㈪
・
19
日
㈪

　

全
２
回　

午
後
７
時
〜
８
時

講
師　

中
村　

忍　

先
生

内
容　

昔
懐
か
し
い
歌
、
人
生
の

思
い
出
の
歌
を
楽
し
く
歌
う

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
春
の
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

４
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

三
上　

元
一　

先
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
三
角
巾

申
込　

４
月
16
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
苔
玉
ミ
ニ
盆
栽
教
室

日
時　

５
月
13
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

立
花　

勲　

先
生

内
容　

春
の
季
節
に
合
っ
た
手
の

ひ
ら
に
乗
る
盆
栽
を
作
る
（
２

作
品
作
製
）

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

４
月
23
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
柔
道

教
室
」
を
開
催

日 

時　

５
月
７
日
か
ら
６
月
18
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
７
回

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

武
道
館

講
師　

市
柔
道
連
盟
指
導
者

対 

象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※
柔
道
着
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま

す
。

申 

込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

在
勤
・
在
学
者

定 

員　

①
②
と
も
各
20
人
（
先
着

順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

用
意　

運
動
す
る
服
装

申 

込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日 

時　

５
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回　

午

前
８
時
〜
正
午
ま
で

会 

場　

若
泉
運
動
公
園
運
動
場
第

２
グ
ラ
ウ
ン
ド

講 

師　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
指
導
者

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
参
加
費　

無
料

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
の
貸

し
出
し
が
あ
り
ま
す
。

申 

込　

４
月
24
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
田
中
（
☎

㉑
６
７
９
９
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
教
室
」
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日
時　

４
月
22
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ

鯉
の
ぼ
り
な
ど
の
太
巻
き
寿
司

を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容

器
申
込　

４
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
紙
粘
土
オ
リ
ジ
ナ
ル
鉢
カ
バ
ー

作
り
教
室

日
時　

５
月
14
日
㈬
・
21
日
㈬　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

講
師　

浅
見　

麻
江　

先
生

内
容　

紙
粘
土
で
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
付
き
の
す
て
き
な
鉢
カ
バ
ー

を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
申
込　

４
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
初
心
者
の
琴
体
験
教
室

日
時　

４
月
18
日
か
ら
５
月
２
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
３
回

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

土
屋　

三
津
子　

先
生

内
容　

初
心
者
に
合
っ
た
丁
寧
な

指
導
で
琴
の
楽
し
さ
を
体
験
す

る
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
カ
ラ
オ
ケ
入
門
教
室

日
時　

５
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

武
藤　

久
子　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

４
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

４
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
産
後
マ
マ 

ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク

サ
サ
イ
ズ

日
時　

５
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬　

全
２
回　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

講
師　

Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
産
後

姿
勢
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象　

産
後
３
か
月
以
上
１
年
未

満
の
人
（
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

内
容　

育
児
中
の
心
も
体
も
健
康

で
過
ご
せ
る
よ
う
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
学
ぶ

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
込　

４
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
女
性
学
級
生
募
集
〜
新
し
い
仲

間
と
学
び
の
時
間
〜

開
講
式　

５
月
９
日
㈮　

午
後
２

時
（
癒
し
の
歌
声
講
座
あ
り
）

内
容　

月
１
回
、
一
般
教
養
を
学

ぶ
費
用　

学
習
内
容
に
よ
り
実
費
負

担
申
込　

専
用
の
申
込
書
を
４
月
11

日
㈮
か
ら
直
接
公
民
館
へ
提
出

（
火
・
水
・
金
・
土
の
み
受
付

可
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

★
本
館

日
時　
４
月
12
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
・
26
日
㈯　

午
後
２

時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
春
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
４
月
12
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
こ
ど
も
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　

４
月
３
日
㈭
・
５
月
８
日

★
今
月
の
一
般
図
書

お
父
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん

 

中
澤 

日
菜
子 

著

世
界
の
カ
メ
レ
オ
ン

 

増
田 

戻
樹 

著

戦
国
大
名
と
読
書

 

小
和
田 

哲
男 

著

注
文
の
多
い
注
文
書

 

小
川 

洋
子 

著

お
茶
と
和
菓
子
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ 

浜 

裕
子 

著

プ
ー
と
私 

石
井 

桃
子 

著

峠
越
え 

伊
東 

潤 

著

千
年
の
都　

平
安
京
の
く
ら
し

 

鳥
居
本 

幸
代 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

ト
ラ
ッ
プ 

相
場 

英
雄 

著

穴 

小
山
田 

浩
子 

著

山
桜
記 

葉
室 

麟 

著

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日　１日㈫（館内整理日）
　　　　29日㈷（祝日休館日）
　　　　30日㈬（館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会

（
児
玉
分
館
）

日
時　

４
月
９
日
㈬
・
５
月
14
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
思

考
術

 

マ
リ
ア
・
コ
ニ
コ
ヴ
ァ 

著

ま
じ
な
い
の
文
化
誌

 

花
部 

英
雄 

著

犬
が
私
た
ち
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選

ん
だ
わ
け

 

ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
マ
ン
ズ 

著

棟
方
志
功
の
眼 

石
井 

頼
子 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

絵
本
の
記
憶
、
子
ど
も
の
気
持
ち

 

山
口 

雅
子 

著

地
図
で
学
ぶ
日
本
の
歴
史
人
物

 

池
上 

彰 

監
修

昭
和
の
子
ど
も
生
活
絵
図
鑑

 

奥
成 

達 

文

星
と
星
座
を
み
つ
け
よ
う

 

森 

雅
之 

著

動
物
た
ち
の
ビ
ッ
ク
リ
事
件
簿
①

 

宮
崎 

学 

写
真
・
文

未
来
を
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の
エ
コ

企
業
③ 

孫 

奈
美 

編
著

世
界
の
不
思
議
な
野
菜

 

湯
浅 

浩
史 

著

新
美
南
吉
も
の
が
た
り

 

楠
木 

し
げ
お 

著

ひ
と
り
で
お
と
ま
り
し
た
よ
る
に

 

フ
ィ
リ
パ
・
ピ
ア
ス 

文

夜
明
け
の
ラ
ジ
オ 

石
田 

千 

著

大
統
領
の
執
事
の
涙

 
ウ
ィ
ル
・
ヘ
イ
グ
ッ
ド 

著

ポ
ッ
チ
ャ
リ
さ
ん
と
ホ
ッ
ソ
リ
さ

ん
の
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
術

 

安
保 

徹 

著

ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス

 
池
澤 
夏
樹 

著

内
通
者 

堂
場 
瞬
一 
著

雑
誌
倶
楽
部 

出
久
根 

達
郎 
著

飾
り
ず
し
の
技
術 

川
澄 

健 
著

お
や
つ 

阿
川 

佐
和
子 

ほ
か
著

江
戸
か
ら
見
た
原
発
事
故

 

塩
見 

鮮
一
郎 

著

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
近
づ
い
た
ら

ど
う
な
る
か
？

 

二
間
瀬 

敏
史 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

お
り
が
み
に
ん
じ
ゃ

 

つ
き
お
か 

ゆ
み
こ 

作

が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん

 

斉
藤 

洋 

作

ぼ
く
の
人
生
は
だ
れ
の
も
の
？

 

本
田 

直
之 

著

日
本
は
世
界
で
何
番
目
？　

３

 

藤
田 

千
枝 

編

あ
ぶ
な
い
！

 

ラ
ビ
ッ
ツ
ア
イ 

文
・
構
成

よ
く
ば
り
な
カ
サ
サ
ギ

 

Ｉ
．Ｃ
．ス
プ
リ
ン
グ
マ
ン 

文

熱
と
温
度
の
ひ
み
つ

 

左
巻 

健
男 

監
修

セ
イ
ウ
チ
ぼ
う
や

 

あ
べ 

弘
士 

作
・
絵

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
癒
し
の
整
体
体
操
教
室

日
時　

５
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
講
師　

安
原　

克
彦　

先
生
（
東

日
本
療
術
師
協
会
会
員
・
整
体

師
）

内
容　

筋
肉
・
リ
ン
パ
・
血
流
を

活
性
化
し
痛
み
に
も
効
く
体
操

や
テ
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
長
方
形

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
込　

４
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
柿
渋
一
閑
張
り
教
室

日
時　

５
月
12
日
か
ら
６
月
２
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
５
月
26

日
㈪
を
除
く
）　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内
容　

竹
籠
に
和
紙
を
は
り
、
か

ら
す
う
り
の
枝
や
実
を
つ
け
、

立
体
的
に
仕
上
げ
る
美
し
い
柿

渋
塗
り
バ
ッ
グ
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、８
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

日
時　

５
月
21
日
か
ら
６
月
18
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

内
容　

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
基

礎
を
習
い
ア
ン
セ
リ
ウ
ム
の
絵

柄
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
（
布
用
と
紙
用
各

１
本
）、
定
規
（
20
㎝
と
50
㎝

位
各
１
本
）、
鉛
筆
（
２
Ｂ
）、

裁
縫
用
具
、
筆
記
用
具

申
込　

４
月
30
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
春
の
初
心
者
陶
芸
教
室

日
時　

５
月
20
日
か
ら
６
月
17
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
６
月
３

日
㈫
を
除
く
）　

全
４
回　

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申
込　

４
月
28
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

申
込　

４
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
山
野
草
と
小
品
盆
栽
春
季
展
を

開
催

日
時　

４
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

日
時　
４
月
13
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
（
五
月
人

形
作
り
）

日
時　
４
月
25
日
㈮　
午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内
容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
う
さ
ぎ
の
武
者
人
形
を
作
製

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申
込　

４
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

�交
通
安
全
�
�
�
�
�

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４　

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成26年4月1日号

自転車の交通ルール ・ その３

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

（４月～５月上旬）

○子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう」） 協力：子育て応援団「びすけっと」

～資源ごみの回収にご協力ください～
自治会での資源回収について
　環境衛生推進委員のみなさんにご協力をいただき、毎月『資源ごみ』を回収してい
ます。缶、びん、ペットボトルは中身を空にして軽く洗い、各地域の『資源ごみ』の
収集日に出してください。
集団資源回収について
・ ＰＴＡやこども会が、定期的に古紙や缶類などの集団資源回収を実施しています。（回収予定日は５月号に掲載します。）
・次のとおり古紙類、缶類を定期的に回収しています。詳細は各団体にご確認ください。

※天候等の理由で変更になる場合もあります。

日　程
前原つどいの広場

「前原ルンルンタイム」
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」
午前10時～11時

４月２日㈬ お散歩
４月９日㈬ 丸シールあそび おえかきあそび 誕生会とマグネットシアター
４月16日㈬ 絵本と工作（講師：小関清美先生） 誕生会とペーパーシアター 親子体操（講師：立石明子先生）
４月23日㈬ くっつけてあそぼう「ペタペタボード」ママビクス（講師：入美由紀先生）ママサロン（本庄子育てネット）
４月30日㈬ ４・５月生まれの誕生会 ふわふわボールあそび 絵本と工作（講師：小関清美先生）
５月７日㈬ リトミック（講師：小川豊子先生）ママサロン（本庄子育てネット） お散歩

2021

日　程 時　間 内　容 会　場
４月11日㈮ 午前10時～ 11時

ようこそ「ゆうゆう」へ
― 輪になってあそぼう ―

前原児童センター
４月21日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 日の出児童センター
４月28日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 児玉つどいの広場
５月２日㈮ 午前10時～ 11時 シールを貼ってあそぼう 前原児童センター

（1 ）自転車は「自転車横断帯」が付近にあるときは、その横断
帯によって道路を横断しなければなりません。

　 　また、歩行者や他の車両等の進路を妨害する恐れがあると
きは、道路を横断してはいけません。
　（罰則：３か月以下の懲役又は５万円以下の罰金等）
（2 ）自転車が、踏切を通過しようとするときは、踏切の直前で
停止し、安全確認をしなければなりません。

　（罰則：２万円以下の罰金又は科料）

○ママサロン 協力：本庄子育てネット
日　程 時間 会　場

４月15日・22日・５月13日の火曜日 午前10時～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎㉒４８９１

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
４月６日㈰

午前９時～11時 児玉中学校南側駐車場 ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）５月４日㈷

４月20日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時 市役所
４月12日㈯ 午前９時～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

４月16日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

自転車で道路を通行
するためのルールを
紹介するよ！

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
４
月
〜
５
月
）

行 政 ４月17日㈭　午前10時～正午、午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

４月２日㈬・９日㈬・16日㈬・23日㈬　午後１時～４時
◎５月の相談日
　　　　　５月７日㈬・14日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　５月28日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ５月21日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ４月11日㈮・５月９日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ４月10日㈭・５月８日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ４月８日㈫・５月13日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
４月８日㈫　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
４月22日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

４月７日㈪・21日㈪　午後１時～４時 児玉中央公民館１階
小会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ４月11日㈮・25日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

・事前の申し込みは不要です
・ 児玉保健センターのお問い合
わせは前原児童センターへ

～お気軽にお越しください！～
児童センターでは、乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集団指導室
　※児玉会場は開催曜日が変更になることがありますので、前原児童センターへお問い合わせください。
　また、下表の日程で、親子でふれあうあそびの講座なども行います。

○「つどいの広場」 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

※児玉つどいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。

※各種相談は予約制
※５月の相談予約は、４月21日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日



※駐車場は、総合支所仮庁舎駐車場の西
にある児玉保健センター来客用駐車場
をご利用ください。

総合支所（建替え中）

総合支所仮庁舎

平成26年4月1日号 2223

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

４月６日㈰ 上 武 病 院 小島５丁目 ☎㉑０１１１

４月13日㈰ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎㉔３３７７

４月20日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎㉓１６１０

４月27日㈰ 千 田 医 院 美里町根木 ☎76００４１

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

４月24日㈭・５月22日㈭
午前９時30分～ 11時（15
分ごとに３組）
※５月22日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保
健センターへ
（※電話による育児相談は随
時受け付けています。）

母乳相談 母乳に関する相談
４月24日㈭
午前９時30分～ 11時（15
分ごと）

おや親タマゴ
「はじめて生活
withベビー」

母乳について、お風呂の入れ
方の実習など

４月12日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

「
大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
を

開
催

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

●コアラクラスのお知らせ　【会場】本庄市保健センター
日　時 内　容 対　象 申　込

５月１日㈭
午前10時～11時30分 赤ちゃんのこころ

生後６～８か月児と
その保護者

各回先着15組。
１回ごとの参加もでき
ます。
４月17日㈭から本庄市
保健センターへ

５月７日㈬
午前10時～11時30分 ママといっしょに！親子ふれあい体操

５月12日㈪
午前10時～11時30分 赤ちゃんのからだ

５月16日㈮
午前９時半～正午 楽しくおいしく！うきうき離乳食♪

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体

操
で
す
が
、
そ
の
ラ
ジ
オ
体
操
が

立
派
な
運
動
に
な
る
と
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　

普
段
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い

る
人
も
久
し
く
し
て
い
な
い
人
も

大
歓
迎
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
汗
を
か
く
ラ
ジ
オ

体
操
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

講
師
が
丁
寧
に
徹
底
解
説
し
ま

す
。

日 

時　
５
月
29
日
㈭　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　

斉
藤　

恭
子　

氏

内 

容　

ラ
ジ
オ
体
操
の
動
き
を
１

つ
ず
つ
解
説
し
な
が
ら
実
際
に

体
を
動
か
す

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申 

込　

５
月
１
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

尿
管
結
石
に
つ
い
て

医

療

�

�

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

　

夜
中
に
起
こ
る
突
然
の
痛
み
。

尿
管
結
石
で
こ
の
よ
う
な
経
験
を

さ
れ
た
人
は
少
な
か
ら
ず
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
痛
み
は
、
腎
結
石
が
尿
管

に
落
ち
る
こ
と
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
激
し
い
痛
み
は
結
石

で
刺
激
さ
れ
た
尿
管
の
収
縮
（
攣れ
ん

縮し
ゅ
く
）に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

赤
い
尿
（
肉
眼
的
血
尿
）
が
出
て

驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

腎
臓
に
は
体
内
で
不
要
な
物
質

を
濃
縮
し
尿
と
し
て
排
泄
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
尿
の
濃
度
が
濃

過
ぎ
て
、
尿
中
に
溶
け
き
れ
な
い

不
要
物
質
が
結
晶
化
し
、
凝
縮
し

た
も
の
が
腎
結
石
と
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
オ
ス
テ
オ
ポ
ン
チ

ン
と
い
う
酵
素
が
結
晶
化
を
防
い

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
酵
素

が
少
な
い
人
に
は
、
結
石
が
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。

　

夏
場
な
ど
水
分
が
不
足
す
る
季

節
は
結
石
が
で
き
や
す
い
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
不
要
な
物
質
を

溶
か
す
水
分
が
不
足
す
る
と
、
尿

の
濃
度
が
上
昇
し
腎
結
石
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

十
分
な
水
分
を
摂
取
し
、
尿
の
濃

度
を
上
昇
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
人
の
結
石
で
最
も
多
い
の

が
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
で

す
。
こ
れ
は
不
飽
和
脂
肪
酸
を
過

剰
摂
取
す
る
と
で
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
動
物
性
脂
肪

を
避
け
、
魚
類
や
野
菜
を
多
め
に

摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
シ
ュ

ウ
酸
を
多
く
含
む
た
め
、
下
茹
で

し
、
十
分
に
ア
ク
（
シ
ュ
ウ
酸
）

を
抜
い
て
か
ら
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

豆
腐
な
ど
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を

多
く
含
む
食
材
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

関
連
の
結
石
を
防
ぐ
の
に
良
い
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
日
頃

か
ら
食
事
に
取
り
入
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

尿
管
結
石
は
、
す
ぐ
に
命
に
係

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
尿

管
が
閉
塞
さ
れ
る
と
腎
機
能
が
低

下
す
る
た
め
、
痛
み
が
な
く
て
も

排
石
さ
れ
る
ま
で
治
療
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
結
石
の
で
き

や
す
い
人
は
、
無
症
状
で
も
結
石

が
尿
管
を
閉
塞
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

AEDの設置場所を
　　　確認してみよう！

　いざというときのために、AED（自動体外式除細
動器）の設置場所を日頃から確認しておきましょう。
　設置場所は、『街の情報館』（https://www.ipos-
map.jp/）又は市ホームページ（トップページ→施
設を探す）をご覧ください。また、右のQRコード
からもアクセスできます。

本庄市ホームページ

『街の情報館』
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〒
3
6
7
-8
5
0
1
　
埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-5
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☎
㈹
0
4
9
5
-2
5
-1
1
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　緑化推進事業の一環として、夏の日射しをやわらげ、部屋を涼しくし、エアコンの節電につながる緑
のカーテンづくりセット（ゴーヤ等の苗・ネット）を市民のみなさんにプレゼントします。
　みなさんのご応募をお待ちしています。

定　　員　350人（多数の場合抽選）　※１家族１セットまでです。
応募方法　 ４月18日㈮までに往復はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入のうえ、下記へ郵

送（当日消印有効）
郵 送 先　〒367－8501　本庄市本庄３－５－３
　　　　　本庄市役所都市計画課　「緑のカーテンプレゼント係」　
※結果は、郵送で連絡します。配布は５月12日㈪から16日㈮までの予定です。
★都市計画課☎㉕１１３７

〜
大
雪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
へ
〜

緑のカーテンづくりセットをプレゼント

　夏場の省エネや地球温暖化対策につながる緑のカーテンコンテストを開催します。審査の結果、優秀
作品に対して表彰状及び記念品を贈呈します。ぜひご応募ください。

応募資格　 個人又は団体で、平成26年度春以降、市内にある住宅、学校もしくは事業所等において、「つ
る性植物」を用いて緑のカーテンを設置していること。

受付期間　７月1日㈫～９月12日㈮（土・日・休日を除く）
応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて下記へ郵送又は持参（当日消印有効）
郵 送 先　〒367－8501　本庄市本庄３－５－３　本庄市役所エコタウン推進室
※詳細は、応募書類をご覧ください。応募書類は、4月15日㈫からエコタウン推進室（市役所４階）及
び環境産業課（総合支所仮庁舎）で配布します。また、市ホームページからもダウンロードできます。
★エコタウン推進室☎㉕１２４９　

緑のカーテンのコンテストを開催します

　

大
雪
に
よ
り
、
農
業
用
施
設
等
に
被
害
を
受
け
た
場
合
に

発
行
し
ま
す
。

受
付
場
所　

農
政
課
（
市
役
所
４
階
）、
環
境
産
業
課
（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）

提
出
書
類　

被
災
証
明
申
請
書
１
部
、
被
害
状
況
写
真
３
枚

程
度
（
被
害
全
体
が
分
か
る
写
真
）

※
申
請
書
は
受
付
場
所
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

発 

行
手
順　

書
類
に
て
認
定
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。

手 

数 

料　

無
料　

※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

被
災
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　

被
災
し
た
農
業
用
施
設
等
の
廃
材
〔
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
、
硬
質
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
金
属
類
（
鉄
骨
・
鉄

パ
イ
プ
は
除
く
）、
ア
ク
リ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
〕
の
受

け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
廃
材
は
す
べ
て
分
別
し
、
適
正
な

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

搬
入
場
所　

本
庄
東
中
学
校
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
字
篭
瀬
７

８
６
）、Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
児
玉
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
児

玉
町
蛭
川
２
３
９
）

※
搬
入
の
際
は
、
現
場
係
員
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
期
間　

６
月
30
日
㈪
ま
で
（
日
・
休
日
を
除
く
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
被
災
証
明
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、
環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
４

農
業
用
施
設
等
の
廃
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

読みやすいユニバーサルデザイン文字

� ����

�������


